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　□取組の対象組織・活動

○組織の概要

（１）名称及び代表者

・大塚建設株式会社

・代表取締役　大塚寿一

（２）所在地

・本社

・倉庫兼作業場

・資材置場

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

・環境管理責任者 山城二三代

・連絡担当者 山城二三代

・TEL 0877-46-6666

（４）事業内容

・ 総合建設業

・

・

（５）事業の規模

・売上高(出来高)

・工事等の件数 63件

・従業員 7人

・延べ面積 事務所　 592.73㎡

倉庫兼作業場 414.00㎡

資材置場    343.53㎡

（６）事業年度
・7月～6月

香川県坂出市昭和町一丁目９４１－１

建築、大工、左官、とび・土工、石、屋根、タイル・れんが・ブロック、
鋼構造物、鉄筋、板金、ガラス、塗装、防水、内装仕上、熱絶縁、
建具、解体工事業

209百万円／3年度

１．取組の対象組織・活動の明確化

　　　　　　　　（建設業許可　香川県知事（特－29）第６２５号)

　　　　　　　　（建設業許可　香川県知事（般－29）第６２５号）

土木工事業

一級建築士事務所　（香川県知事登録第４６６号）

産業廃棄物収集運搬業
　　(許可番号　03705102457・有効期限　令和10年3月17日)
    （現在自社運搬のみ）

香川県坂出市京町二丁目４番２８号

香川県坂出市昭和町一丁目９３８－１
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○認証・登録の対象範囲

登録事業所

大塚建設株式会社　　本社、倉庫兼作業場、資材置場

事業内容
・総合建設業

取組期間
・2021年7月～2022年6月

関連事業所

なし

（土木、建築、大工、左官、とび・土工、石、屋根、タイル・れんが・ブロック、
鋼構造物、鉄筋、板金、ガラス、塗装、防水、内装仕上、熱絶縁、建具、解
体工事業、一級建築士事務所）
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基本理念

行動指針

⑤地域での環境活動の実施

２． 環境関連法規・条例・規則や当社が約束したことを遵守します。

環境経営方針は、全ての従業員及び下請の協力会社様に周知し、継続的改善活動に
取り組みます。

制定日：2018年8月1日
改訂日：2019年8月1日

代表取締役　　大 塚  寿 一

④健康に配慮した省エネ住宅の提案の推進

③水使用量の削減

１．具体的に次の項目に取り組みます。

②廃棄物の削減及び再生利用の推進

２．環境経営方針

①二酸化炭素排出量の削減

大塚建設株式会社

環 境 経 営 方 針

大塚建設株式会社は、『信頼できる建築会社として地元のお客様に喜んでいただけることが
私どもの存在価値であり、責任と誇りを忘れずにしあわせを共有したい。』という経営理念の
もと、事業である建設業を通じて、大切なお客様に省エネ住宅を追求した新しい住宅を提案
し、地球温暖化防止へ積極的に取り組みます。
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３．環境経営目標

○中・長期目標

目　　　標

単位
基準年

（２０１８年）
２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度

二酸化炭素排出量の削減　＊1 kg-CO2 33,278 32,945 32,612 32,280

・電気使用量削減 kWh 35,101 34,750 34,399 34,048

・ガソリン、軽油使用量削減 L 6,621 6,555 6,489 6,422

廃棄物排出量削減 kg 327,566 324,290 321,015 317,739

水使用量削減 m3 121 120 119 117

省エネ住宅の提案 件数 　　　　　　　　　－ 15 20 25

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

  (事務所)

　  電力の調整後排出係数は、㈱Looopの2020年度実績0.489（kg－CO2／kWh）を使用。（７月～11月）

　  電力の調整後排出係数は、四国電力㈱の2020年度実績0.569（kg－CO3／kWh）を使用。（12月～6月）

  (建設現場、倉庫兼作業所)

　  電力の調整後排出係数は、四国電力(株)2020年度実績0.569（kg－CO2／kWh）を使用。

　※ 化学物質の使用はありません。

○今年度は2021年度の目標に取り組みます。

・事務所

項目 単位
基準年

（２０１８年）
目標

二酸化炭素排出量の削減　＊1 kg-CO2 31,119 30,186

   ・ 電気使用量削減 kWh 34,037 33,016

 　・ガソリン使用量削減 L 6,005 5,825

一般廃棄物排出量削減 kg 486 471

水使用量削減 m3 121 117

・建設現場（倉庫兼作業場含む）

項目 単位
基準年

（２０１８年）
目標

二酸化炭素排出量の削減　＊1 kg-CO2 2,159 2,094

・電気使用量削減 kWh 1,064 1,032

・軽油使用量削減 L 616 597

産業廃棄物排出量削減 kg 327,080 317,268

省エネ住宅の提案 件数                    － 25

項目
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４．環境経営計画

○事務所
○取組期間　２０２１年７月　～　２０２２年６月

具体的実施項目

①不要な照明を消す

②エアコンの定期清掃実施

③待機電力を無くす

①タイヤの空気圧の点検

②エコドライブの励行

③自転車の使用

①コピー用紙.封筒の再利用

②分別してリサイクルする

③パソコン打出し事前チェックの実施

①手洗い時の節水の励行

②バルブを調整し水圧の調整

③トイレの流す回数は１回

○現場（倉庫兼作業場含む）
○取組期間　２０２１年７月　～　２０２２年６月

具体的実施項目

①不要な照明を消す

②適正温度の維持

③効率の良い作業をする

①アイドリングストップの徹底

②定期的な保守点検の実施

①ＺＥＨの周知・普及に向けた提案

①分別を実施し、混合廃棄物を削減する
②協力会社への働きかけ強化

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

軽油使用量削減

②断熱性能、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰだけでなく
　 間取り、住まい方による省エネルギー
 　効果を提案

省エネ住宅の提案組織本来の取組

廃棄物排出量削減

電気使用量削減

ガソリン使用量削減

二酸化炭素排出量削減

一般廃棄物排出量削減

産業廃棄物排出量削減

水使用量削減

廃棄物排出量削減

水使用量削減
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大塚建設株式会社 　実施体制図

*事務所

*建設現場 　＊倉庫兼作業場

・特定された緊急事態への対応マニュアル確認

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・環境経営活動の実績集計
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境経営活動へ参加

・環境経営計画の取り組み結果を代表者に報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営レポートを確認し、承認

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

全従業員

総務部

工事部

部
門
長

環境管理責任者

・環境管理責任者の補佐

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営レポートの作成

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

５．実施体制図

代表取締役

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

現場責任者

下請等の協力会社

代表取締役

・環境管理責任者を任命

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

役割・責任・権限

従業員

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・環境経営に関する統括責任

環境管理責任者

工事部　総務部

7



６．環境経営目標実績結果と評価

○取組期間　２０２１年７月　～　２０２２年６月
○全体

項目 単位 基準年（２０１８年） 目標 実績 削減率/達成率(％) 評価

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 33,278 32,280 25,880 20%　削減 ○

・電気使用量削減 kWh 35,101 34,048 22,744 33%　削減 ○

・ガソリン、軽油使用量削減 L 6,621 6,422 5,340 17%　削減 ○

廃棄物排出量削減 kg 327,566 317,739 382,417 20%　　 増 ×

水総使用量削減 m3 121 117 114 3%　削減 ○

省エネ住宅の提案 件数                    － 25 5 達成率　20% ×

○事務所
項目 単位 基準年（２０１８年） 目標 実績 削減率/達成率(％) 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 31,119 30,186 24,470 20%　削減 ○

   ・電気使用量削減 kWh 34,037 33,016 22,063 33%　削減 ○

 　・ガソリン使用量削減 L 6,005 5,825 4,994   　15%  削減 ○

一般廃棄物排出量削減 kg 486 471 593 26%　　 増 ×

水総使用量の削減 m3 121 117 114 3%　削減 ○

○建設現場（倉庫兼作業場含む）
項目 単位 基準年（２０１８年） 目標 実績 削減率/達成率(％) 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 2,159 2,094 1,410 33%　削減 ○

 ・電気使用量削減 kWh 1,064 1,032 681 34%　削減 ○

・軽油使用量削減 L 616 597 396 34%　削減 〇

産業廃棄物排出量削減 kg 327,080 317,268 381,824 20%　　 増 ×

省エネ住宅の提案 件数                    － 25 5 達成率　20% ×

○コメント(事務所.現場（倉庫兼作業場含む)を記述)

達成できている。節水等の貼り紙をつくり意識付けをし、定着してきている。

完成住宅の見学会や事務所でのセミナーは、コロナ禍の中、集客活動を自粛した為、会社の
ホームページ等で発信した。今後も継続的にセミナーを開催し、提案を強化したい。省エネ住宅
提案の際、SDGsにも取り組んでいることをアピールしたい。

省エネ住宅の提案

二酸化炭素排出量の削減

廃棄物排出量の削減

水総使用量の削減

電気・ガソリン・軽油とも前年より削減することができ、目標を達成することが出来た。　これから
も継続して取り組みができように努力したい。
ガソリンも、エコドライブを意識したことで削減ができた。
軽油は現場の土工事に使用する重機の使用頻度が少なくなったため減少した。
倉庫兼作業場の電気は、工事の内容により使用頻度に大きな差がでますが、今年度は使用頻
度が少なかった為使用量が減少した。今後も効率の良い作業で削減につなげたい。

事務所は、コピー用紙の再利用等意識付けができてきているが、一般廃棄物の排出量が
増加したのは事務所の片付けをした為、書籍等重量がかさむ物の量が増えた為である。
産業廃棄物の未達成は、解体工事の現場が増加した為、排出量が増加した。これは仕方がな
いと判断している。パソコン打ち出し事前チェックは、習慣化して効率よくできるようにする。

○：達成  ×：未達    
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７．環境経営計画の実施評価
　　(具体的取組内容と月次実施報告)

○事務所
・取組期間　２０２１年７月　～　２０２２年６月

7～8 9～10 11～12 1～2 3～4 5～6 評価

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：計画通り実施
△：一部出来なかった
×：出来ていない

○評価に対するコメント

水使用量削減

項目

決めた実施項目はできている。電気・ガソリン・軽油とも前年より削減することができ、目標
を達成することが出来た。　これからも継続して取り組みができように努力したい。
ガソリンも、エコドライブを意識したことで削減ができた。

コピー用紙の再利用も意識付けが出来ている。
分別は担当者を決めて順調に出来ている。
パソコン打ち出し事前チェックは、習慣化して効率よくできるようにする。

評価に対するコメント

節水等の貼り紙をつくり意識付けをし、定着してきている。
他の２項目も実施できている。

②分別してリサイクルする

③パソコン打出し事前ﾁｪｯｸの実施

①手洗い時の節水の励行

②バルブを調整し水圧の調整

二酸化炭素排出量削減

廃棄物排出量削減

具体的実施項目

①不要な照明を消す

②エアコンの定期清掃実施

③待機電力を無くす

①タイヤの空気圧の点検

②エコドライブの励行

二酸化炭素
排出量削減

電気使用量削減

ガソリン使用量
削減

廃棄物
排出量削減

水使用量
削減

③トイレの流す回数は１回

一般廃棄物
排出量削減

水使用量削減

③自転車の使用

①コピー用紙.封筒の再利用
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７．環境経営計画の実施評価
　　(具体的取組内容と月次実施報告)

○現場（倉庫兼作業場含む）
・取組期間　２０２１年７月　～　２０２２年６月

7～8 9～10 11～12 1～2 3～4 5～6 評価

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ― ○ ○ ― ― ○

○：計画通り実施
△：一部出来なかった
×：出来ていない

○評価に対するコメント

項目 評価に対するコメント

軽油使用量削
減

軽油は現場の土工事に使用する重機の使用頻度が少なくなったため減少した。
アイドリングストップの徹底、定期的な保守点検の実施はできている。作業場に
は、電動カンナと電動帯鋸かあり、工事の内容により使用頻度に大きな差があ
る。今年度は使用頻度が少なかった為使用量が減少した。今後も効率の良い作
業で削減につなげたい。

現場担当者により、各現場ごとに分別を徹底しています。
特に協力会社への働きかけを強化している。

取組み項目を実施したが、コロナ過もあり対面での提案の機会が少なかった。
今後も継続的にセミナーを開催し、提案を強化したい。省エネ住宅提案の際、
SDGsにも取り組んでいることをアピールしたい。

二酸化炭素排出量削減

廃棄物排出量削減

省エネ住宅の提案

二酸化炭素
排出量削減

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
電気使用量 削
減

○ ○ ○

②定期的な保守点検の実施

①分別を実施し、混合廃棄物を
　　　　　　　　　　　　　　　削減する
②協力会社への働きかけ強化

○②適正温度の維持

廃棄物
排出量削減

組織本来の
取組

省エネ住宅の提
案

産業廃棄物
排出量削減

具体的実施項目

①不要な照明を消す

③効率の良い作業をする

①アイドリングストップの徹底

①ＺＥＨの周知・普及に向けた提案

②断熱性能、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰだけで
なく、間取り、住まい方による省エネル
ギー効果を提案
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次年度の環境経営目標

○中・長期目的・目標
　　　次年度は２０２２年の目標に取り組みます。

目　　　標

単位 基準値 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

二酸化炭素排出量の削減＊1 kg-CO2 28,732 28,445 28,157 27,870

　・電気使用量削減 kWh 24,734 24,487 24,239 23,992

　・ガソリン、軽油使用量削減 L 6,889 6,820 6,751 6,682

一般廃棄物排出量削減 kg 510 505 500 495

産業廃棄物排出量削減 再資源化率 ― 95% 96% 97%

水使用量削減 m3 117 116 115 113

省エネ住宅の提案 件数 8 9 10 11

※基準値は過去３年間の実績の平均値を基準値として設定。

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

　電力の調整後排出係数は四国電力㈱公表の2020年度実績 0.574（kg－CO3／kWh）を使用。

※　化学物質の使用はありません

次年度の環境経営計画
      (取組期間　２０２２年７月　～　２０２３年６月)

　　○事務所

　　○現場（倉庫兼作業場含む）

②使い捨て製品の購入抑制

③ＦＡＸ出力事前チェックの実施

①手洗い時の節水の励行

②バルブを調整し水圧の調整

③漏水、水道パッキンの点検

廃棄物
　　　再資源化

②効率のよい作業をする

具体的実施項目

具体的実施項目

①不要な照明を消す

②エアコンの適正温度の維持

③待機電力を無くす

①タイヤの空気圧の点検

②エコドライブの励行

③自転車の使用

①コピー用紙.封筒の再利用

①分別を実施し、混合廃棄物を削減する

②断熱性能、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰだけでなく 間取り、
住まい方による省エネルギー効果を提案

①ＺＥＨの周知・普及に向けた提案

②協力会社への働きかけ強化

①アイドリングストップの徹底

②定期的な保守点検の実施

組織本来の取組
省エネ住宅の
　　　　　　提案

①不要な照明を消す

水使用量削減 水使用量削減

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

軽油使用量削減

産業廃棄物排出量削減

目的

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

ガソリン使用量
　　　　　　　削減

一般廃棄物排出量削減
一般廃棄物
　　排出量削減
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

なお、環境当局からの違反、訴訟等は過去３年間ありませんでした。

９．代表者による全体の評価と見直し・指示

規制項目

騒音・振動規制法

一般廃棄物、産業廃棄物

建設リサイクル法

建築基準法

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　　　　　　評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

フロン排出抑制法

廃棄物処理法

空圧機、送風機

建設副産物

内装工事、空調設備工事

香川県環境基本条例 事業活動から発生する廃棄物の適正処理

環境法規制

業務用空調機

事業活動から発生する環境影響

   環境負荷の大きい二酸化炭素排出量削減目標は事務所・建設現場ともに環境経営目
標は達成できました。さらなる削減に向けて次年度も気を緩めることなく更なる削減に努め
ます。
　未達成は、事務所では、紙類の廃棄物をまとめて処分した結果未達成になりましたが、
取り組み活動は出来ています。次年度も気を緩めることなく更なる削減に努めます。
   建設現場では、今年度大きな解体工事の現場、改修工事の現場があったため産業廃
棄物排出量削減が未達成となりました。工事量の多寡で排出量の増減がどうしてもある
ので、次年度からは排出量ではなく再資源化率を指標としたいと考えます。取り組み活動
は、協力会社の取り組みも定着しつつあり、今後も社内で啓発活動を続けていきます。
   省エネ住宅の提案件数は、イベントの集客活動を中心に行っておりますが、今年度はコ
ロナ禍を考慮してイベントを自粛いたしました。また資材高騰により消費者の購買意欲が
減退で思うように集客ができないことが予想されます。この傾向は今後も継続する事が予
想されるので、さらに次年度も自社ホームページ上でＰＲできるように内容の更新を図って
いきます。
　環境経営方針は、２０１９年８月１日に改訂したのでこのまま継続します。
　実施体制は、現状がベストなのでこのまま継続します。
　環境経営目標は、２０１９年から２０２１年３年間の平均値を基準値として、中長期目標を
策定し　２０２２年度の目標に取り組みます。
　環境経営計画は、定着の方向にあるので次年度は一部変更して取り組みます。

   社員の環境活動に対する意識が定着するよう、運用方法を改善しさらに推し進めるよう
努力していきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　２０２２年７月２０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　代表取締役　  大 塚  寿 一

坂出市環境基本条例

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

12



１０．環境活動の紹介
弊社では、断熱性能、再生可能エネルギーだけでなく間取り、住まい方による省エネルギー
効果をお客様に提案、ＺＥＨ普及に力を入れています。

ZEH（ゼッチ）とはネット・ゼロ・エネルギーハウス

　　　(政府が推進している省エネ住宅を追求した新しい住宅の形)

「省エネによって消費するエネルギーを減らすこと」・・・
・　高断熱でエネルギーを極力必要としない
・　高性能設備でエネルギーを上手に使う         等

「消費したエネルギーと同等のエネルギーを作り出すこと」・・・
・　太陽光発電
・　蓄電システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等 　により

　　　　　　　　　　年間の一次エネルギー消費量の収支がゼロとする事を目指した住宅

※ZEHは人の生活も考えた省エネができるため、大きなメリットのある住宅システムです。

　　　　　　　　　　　　　　　≪　ZEH事業計画書　≫

【１】　ＺＥＨ周知・普及に向けた具体策
　      ホームページへの提示及び見学会、各種セミナー等で幅広いお客様にＺＥＨ基準の
　　　  家づくりの周知、普及を行う。

【２】　ＺＥＨのコストダウンに向けた具体策
　　　　ＺＥＨのモデルプランの標準仕様を作成する。
　　　　高性能断熱材、高断熱サッシ・ガラス、高効率設備、高効率太陽光発電等の原価見直しにより
　　　  コストダウンを図る。

【３】　その他の取組など
         断熱性能、再生可能エネルギーだけでなく間取り、住まい方による省エネルギー効果を提案。
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１０．環境活動の紹介

弊社では、国連が提唱する国際目標である「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に賛同し、

本業を通じ積極的な取り組みにより、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

ＳＤＧｓ宣言をしました。
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